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佳作

　生まれてから死ぬまで人間はさまざまな人生の課題に
直面します。これらの課題をすべて克服しようとすれば
「体の力」よりも「心の力」が必要だと思います。朝起
きたときのフレッシュな気持ちや、人に出会ったときの
気分は、ずっと続きます。たとえば悪いことがおきたと
き、どう反応するかは人それぞれだと思います。悪いこ
とがおきても、それは誰にでも起こることだと考える人
がもっとたくさんいたらいいのにと思います。良いこと
がおきたとしても誰でも毎日良いことがおこるわけでは
ありません。もし誰かが私に悪いことをするのは嫌だと
思ったとき、私はその悪いことを正そうとします。
　私にとって一番大切なのは家族です。他の人も家族が
一番大切だと思うのではないでしょうか。自分が母親に
なって、両親のことをますます理解できるようになりま
した。母親なら自分の子供のために何でもできます。私
はとても疲れたときでも、子供の顔を見れば必ず元気に
なります。母親とは自分の子供に一番嘘をつく人だとも
言われるそうです。なぜ母親が一番嘘つきになるので
しょうか？疲れているのに疲れていない。空腹なのにが

空腹ではない。寒いのに寒くない。それが子供のために
生きる母親です。子供たちに自分の持っているすべての
ものを与える。それが母です。母の愛とは計り知れませ
ん。
　すべての人生の記憶は、生まれた時から保存され続け
ています。その中でも特別なことは決して忘れることが
ありません。私の特別な記憶について、おはなしをしま
す。私が小さい頃「妹と私」はまったく同じ色やデザイ
ンでサイズだけが異なる靴を購入していました。私の学
校は午前 ８時に始まります。そのため冬は朝 ７時に起き
て学校に行きます。その時私は ５年生でした。私はねむ
くて片方の足に妹の靴を、もう片方の足に自分の靴を履
いてしまいました。私の家から学校までは歩いて10分で
した。学校に着くと足が痛いのでクラスメートにわから
ないように左右の足の靴のサイズを確めました。そこで
右足の靴が妹の靴だとわかりました。
　この18年前の特別な思い出は、今でも決して忘れるこ
とはありません。なぜ私と妹が同じ色やデザインの服や
靴を買ったのかと言えは、よく双子の姉妹のように見え
ると言われたからです。このようにどんなに人は年を
とって、多くのことを忘れてしまっても、家族との思い
出だけは忘れません。曲名を忘れてしまっても、小さい
時に自然に覚えてしまった歌はどんなに年をとってもま
ちがわずに歌えます。家族との思い出は、この歌のよう
に、死ぬまで忘れるものではないのです。私にとって忘
れられないのは、家族との思い出です。
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忘れられない家族との思い出

　私はインドネシアの介護技能実習生で今年二年目に
入った。日本に来る事が出来て、そしてここで働ける事
が嬉しかった。それは私の小さい時からの夢だった。働
く時、最初は不安で毎日緊張しながら働いていた。なぜ
なら、私の日本語がまだ足りなくて、それに教えてくれ
るインドネシアの先輩が居ないからとても不安だった。
しかし、一緒に働いている友人が漢字や文法など日本語
を丁寧に教えてくれて、とても感謝している。分からな
い言葉があった時、分かりやすい言葉に変えて説明して
くれたりしたので助った。この環境に恵まれて良かっ
た。だからこれからももっと勉強したいと思う。
　面白くて初めての経験があった。私は利用者様の昔話
を聞く事が好きだ。例えば冬の時につららを食べる事と
か、生のさつま芋を食べる事とか雪がいっぱい降った時
に二階から降りて出かけることの話しなど聞くのが好き
だ。利用者様は時々ご家族の事も私に話してくれた。そ
して、毎日一緒に体操したり、歌を歌ったり、ケームを
したり、毎月行事をしたり、利用者様のお誕生日を祝っ
たり、クリスマスの時にプレビントを配ったりして、と

ても楽しかった。利用者様から何回聞いた「娘がここに
置いてくれて良かった。毎日楽しくて寂しくなくて帰り
たくない」と言ってくれた。私はそれを聞いて嬉しかっ
た。外国人だから利用者様は私の事が嫌いと思ったけど
逆に利用者様はとても優しくて日本語も教えてくれた。
学校で教えられない言葉がここで出あった。例えば
「しゃっこい、快晴、土砂降り、達者等」はここで初め
て聞いた。利用者様は私にとっては先生だ。だから時々
「先生」と呼ばせてもらった。
　そろそろ帰る時間になると利用者様は私に良く聞く
「もう帰る時間になる？」「いいえ、まだ二時間ぐらいあ
りますよ」と言うとその後また聞いて、何回も同じ事を
聞いて、最後に「ここに泊ってくれる？」「泊りたいけ
れど帰らないといけないですね、ごめんね。明日また来
ますよ」と返事した。実はそれを聞いた時嬉しかった。
利用者様も時々私の家族の事を聞いた。日本でも働いて
家族から遠くて利用者様が心配してくれた。そんなに優
しくてとても感謝している。皆様に会えて良かった。利
用者様と接しているとインドネシアの家族を思い出して
恋しくなるけど皆様は私の日本の家族のように感じた。
　トイレの介助した時も利用者様は「トイレに連れてく
れて、ズボンを下ろしてくれて、便座に座わらせてくれ
てありがとう。何も出来なくて、赤ちゃんみたいですみ
ませんね」「いいえ、私の母ちゃんみたいだから大丈夫
ですよ、何でも任せて下さい」一緒に笑った。
　技能実生としての生活はまだ二年間あるけど新しい経
験を沢山教えて欲しい。機会があればインドネシアの事
も皆様に話したいと思った。
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日本の家族
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